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第一部で眺めてきたように，ジョン・ダンは恋愛そのものとは無縁ともいえる様々な着
想を用い，恋愛の大敵である「変化」と「死」を超克すべ〈，理想的な恋愛観を呈示しな
がら，「二人の小さな部屋｣を構築している。彼は語り手を通して霊肉両面にわたる真の愛
を肯定することにも努める。それでも現実に目を向ければ，二人は恋愛の大敵となる「変
化」と「死」を免れることはない。現在の愛の周囲に強固な着想の砦を築いたにせよ，愛
の終末が絶えず意識に浮上してくることに起因する不安感が,詩人の心を苛むこともある。
しかし，ダンはこの不安を詩作の原動力として積極的に利用する。一見すると恋愛詩には
不適な語彙と表現方法を用い，彼ならではの機知を援用して，彼はいくつかの愛の空間を
テキスト上で完全定着するのに成功しているのではないか。
ところが，実際の恋愛の場面においては，恋人が互いに隔離される状況に置かれること
もしばしばである。ならば，たとえ束の間であっても，二人の間に物理的距離が存在する
場合，つまり，自分の瞳の前から相手の姿が消失する場合，彼は語り手を通してどのよう
な反応を示すのであろうか。第二部では「別れの唄（"Valedictions，，)」と題された一連の
詩とともに，二人の別れを扱った詩を主に取り上げ，ダンが眼前の不安を解消する様子だ
けではなく，虚構のなかであれ,最愛の人の｢死｣にどう対処しているかを眺めてゆきたい。
２．死を思え
恋人と離れていることは「死」にも等しい。もちろん別れを「死」に楡えたり，たとえ
僅かの間であろうとも，二人が離れている時間を永遠にまで誇張するのは，ペトラルカ流
の典型的な表現方法の一つであるが，ダンは「形見（"TheLegacy，，)」では，当時の恋愛
詩の常套表現に加え，法律用語や解剖学用語を散在させることにより，自己の独創性を存
分に発揮している。
Ｗｈｅｎｌｄｉｅｄ（and，dear，Ｉｄｉｅ
Ａｓｏｆｔｅｎａｓｆｒｏｍｔｈｅｅｌｇｏ)，
Ｔｈｏｕｇｈｉｔｂｅａｎｈｏｕｒａｇｏ，
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Andlovers，hoursbefulleternity，
Ｉｃａｎｒｅｍｅｍｂｅｒｙｅｔ，ｔｈａｔｌ
Ｓｏｍｅｔｈｉｎｇｄｉｄｓａｙ，andsomethingdidbestow；
Ｔｈｏｕｇｈｌｂｅｄｅａｄ，whichsentme，Ｉｓｈｏｕｌｄｂｅ
Ｍｉｎｅｏｗｎｅｘｅｃｕｔｏｒａｎｄｌｅｇacy
（st、１）
僕が死んだ時（ねえ君と離れ離れになる時は
僕はいつも死ぬんだよ）
たった一時間前のことでも
愛し合う二人が離れて過ごす時間はまさに永遠
でも覚えているよ
僕の言葉もそれに君へあげた物だって
今の僕を遣わしたあのときの僕は死んではいても
今の僕が僕自身の遺言執行人であり僕自身の形見の品なのさ'）
彼は恋人と別れる度に「死」を経験し，出会う度に新たに復活する。別れる前に立てた
二人の誓いは，出会いによって再び確認される。復活した彼は別れによって故人となった
彼自身の遺志を執行し，また自身が形見そのものとして，彼女の前に現れているのである。
今は亡き過去に生きた彼が現在の彼に伝える遺志とは，今も変わらぬ恋人への思いを届け
ることであるが，その背後にあるダンの語り手の不安癖を考慮してみると，ここでは女性
の心に忍び寄る「変化」をも牽制していることが分かる。「あのときの僕はこの世から消え
る時,今の僕に渡すように心を形見に託した("Ibidmesendmyheart,whenIwasgone． ”
(１．１２)」と第２スタンザにあるように，ここで話題になっている形見とは心である。語り
手は，誠実な自らの心を恋人に贈ろうとしているである。そこで，彼は身体の至る所を探
し回ったあげ〈，その心らしきものを発見する。
Yetlfoundsomethinglikeheart，
Butcoloursit,andcornershad
Itwasnotgood，ｉｔｗａｓｎｏｔｂａｄ；
Ｉｔｗａｓｅｎｔｉｒｅｔｏｎｏｎｅ，ａｎｄｆｅｗｈａｄｐａｒｔ・
Ａｓｇｏｏｄａｓｃｏｕｌｄｂｅｍａｄｅｂｙａｒｔ
Ｉｔｓｅｅｍ，d；andtherefore，ｆｏｒｏｕｒｌｏｓｓｅｓｓａｄ，
Itmeanttosendthatheartinsteadofmine：
Ｂｕｔｏｈ，ｎｏｍａｎｃｏｕｌｄｈｏｌｄｉｔ;ｆｏｒ'twasthine．
（st、３）
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心のようなものは見つかった
でも色も角もついていた
善くもなく悪くもなかった
全てを手にした者もなく一部をもらった者もほとんどいなかった
外見は技で作られたものとしては最良品
だから悲しくも僕達が失ったものの弁済に
本当の僕の心に代えてその作り物の心を贈るつもりだった
でもどんな男にも手にすることは出来なかった君の心だったから
彼が苦労して探し当てたのは，自分の中にある相手の女性の心だった。「心」と「心臓」
は掛詞になっている。本物の「心臓」にそっくりではあるが，僕という－人の男性に自ら
の「心」を全て捧げることが出来ない不実な女性の「心」を皮肉っているのである。この
ことは頭韻を踏む“colours，，と``corners”に込められた二通りの意味によっても強化され
ている。なぜなら二つの単語は臓器の外形を描写しながらも，完全性を象徴する円や球と
は対照的な角を有し,偽りの色に染まった不完全で不実な｢心｣を意味しているからである。
「形見」で表現されている移り気な女性の心に対するシニシズムは，語り手を通して現
れるダンの不安の裏返しであるように思えてならない。目の前にいる恋人から離れてしま
うと，彼の意識には，程度こそ異なれ，絶えず「変化」と「死」の影が忍び寄っていたの
ではないか。そして，日常生活全般において，ダンの生きた時代では，恋愛の場面に限ら
ず,「死｣は人々の間では現代よりもずっと身近なところにあった｡「メメント・モリ（"memento
mori")」と称して，頭蓋骨やその他の装飾品や装身具が，人生の傷きと不安を心に刻み込
むために，日常生活のなかで用いられていたのである。メメント・モリに関しては，本論
で後に扱うことになる｢別れの唄：窓にある僕の名に寄せて("AValediction：ofmyname
inthewindow，，)」のなかで，「愛する二人に必滅を教える死の骸骨として受け取ってもら
いたい（"Itasagivendeath，sheadkeep,/Lovers，smortalitytoteach,,，（1.21-2)2)」
と，ダン自身が当時の燭艫を彫刻した指輪に触れている。しかし，魂と肉体の二元論から
すれば，「死｣に接することは，魂の状態に還り，現実の生よりもさらに高次な生に接近す
ることでもある。この点にダンは注目する。日常の肉の世界を霊魂の世界へとすり替える
ことにより，必滅なる肉の不安を解消出来るからである。別れがあるとしても，それは可
視物である互いの肉体との別れであって，互いの霊魂と決別することではない。つまり，
霊の次元で考えてみれば，二人がどこにいようとも，またいかなる「変化」に晒されよう
とも，互いの思いそのものに「変化」が生じない限り，あくまで二人は一つに結びついて
いることになるのである。
さて次に取り上げるのは，しばしの間，彼女の元を離れる理由を，語り手が優しい口調
で語りかけている「唄（愛しい君僕が出かけるのは）（"Song（Sweetestlove，Ｉｄｏｎｏｔ
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go)，，)」である。
Sweetestlove，Ｉｄｏｎｏｔｇｏ
Ｆｏｒｗｅａｒｉｎｅｓｓｏｆｔｈｅｅ，
Ｎｏｒｉｎｈｏｐｅｔｈｅｗｏｒｌｄｃａｎｓｈｏｗ
Ａｆｉｔｔｅｒｌｏｖｅｆｏｒｍｑ
ＢｕｔｓｉｎｃｅｔｈａｔＩ
Ｍｕｓｔｄｉｅatleast，，tisbest
Tousemyselfinjest，
Ｔｈｕｓｂｙｆｅｉｇｎｅｄｄｅａｔｈｓｔｏｄｉｅ．
（st1)3〕
愛しい君僕が出かけるのは
君に愛想が尽きたからでもなく
世の中に君よりも僕に相応しい恋人が
見つけられると期待しているからでもない
でも最後には死ななければならない
だから戯れに
こうして死んだ振りをしながら
死に慣れておくのが－番なんだ
我々現代人が用いる口調とは趣を異にした，逆に新鮮な口調のなかに，グンと同時代に生
きた人々が抱いていた「死」への近しい思いを明白に読み取ることが可能ではないだろう
か。眼前に迫る現実の｢死｣，それに応じるだけの語り手の姿勢が，遊戯的要素をも多少加
えた形で恋人に語られているのである。おそらく現在であれば，「一時的に離れているだけ
で，二人が再会出来ぬ訳ではない」といった趣旨の言葉が思い浮かぶ場面であるが，一時
的な別れを現実の「死」を迎える心の準備を整える機会として語り出す点で，この詩行を
記したグンと同時代に生きた人々と我々現代人とでは，「死｣に対する意識が異なっている
ことも理解できるはずである。当時，「死｣は我々の想像を絶するほど身近なものとして存
在していたのである。人々にはその分だけ霊の世界が近かったのも確かて総あろう。
旅立ちに際して，語り手は自分の悲しみを抑えながら，出来るだけ冷静に恋人を慰める。
彼はもちろん二人が一心同体であることを前提とした上で語り始める。
Whenthousigh'st，thousigh，ｓｔｎｏｔｗｉｎｄ，
Butsigh'ｓｔｍｙｓｏｕｌａｗａｙ；
Whenthouweep，st,unkindlykind
Mylife，sblooddothdecay．
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Ｉｔｃａｎｎｏｔｂｅ
Ｔｈａｔｔｈｏｕｌｏｖｅ'ｓｔｍｅ，ａｓｔｈｏｕｓａｙ'st，
Ｉｆｉｎｔｈｉｎｅｍｙｌｉｆｅｔｈｏｕｗａｓｔｅ；
Ｔｈｏｕａｒｔｔｈｅｂｅｓｔｏｆｍｅ．
（ｓＬ４）
君が溜息をつけばただの呼気てはなくて
僕の魂を溜息ですり減らすことになる
君が涙を流せばその優しさとはうらはらに
僕の身体に流れる生気が衰えるだけなんだ
それではおかしいよ
僕のことを愛しているって君が言ってくれてるのに
君のなかで僕の命が衰えていくなんておかしいよ
君こそが僕にとってかけがえのない女性だから
第一部で眺めてきたように，恋人同士の思いが均質に混ざりあった至高の愛で結ばれてい
る場合，ダンにとっては彼女が彼となり，彼が彼女となる。従って，このような発言が，
語り手の口から発せられるのにも頷けるのである。
当時，溜息をついたり，涙を流すことは，寿命を縮める行為として考えられていた。例
えば，「別れの唄：涙について（"AValediction：ofweeping")」では，「君と僕は互い呼
気を吸いながら，溜息を漏らしているんだから，一番多く溜息をつく者が一番残酷で，相
手を死に急がせているんだよ("Sincethouandlsighoneanother，sbreath,/Who'ersighs
mostiscruellest，andhastestheother，sdeath,,（11.26-7)）という詩行が見受けられる
が，ここでは二人の別離の悲しみを表す溜息が中心となって，別離は「死」のイメージと
ほぼ同一視されているの。
それでも語り手は，しばらくの間，置き去りにされる相手側の不安を和らげることに努
める。二人の身体が離れていても，心は離れてはいないことを説くために，彼は意外な着
想を詩のなかに導入してくるのである。
Ｂｕｔｔｈｉｎｋｔｈａｔｗｅ
Ａｒｅｂｕｔｔｕｒｎｅｄａｓｉｄｅｔｏｓｌｅｅｐ；
Theywhooneanotherkeep
Alive，ｎｅ'ｅｒｐａｒｔｅｄｔｏｂｅ．
(11.37-40）
でもねこう考えればいい
背中合わせて眠っているだけ
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相手のことを生かそうとしている者は
絶対に別れるはずがない
二人が「背中合わせで寝ている」間は，互いの姿を見ることが出来ない。確かに「眠り」
にも「死」のイメージがつきまとう。それでも，互いに寝返りを打ち，目覚めれば，眼の
前に相手の姿が確認出来るではないか。真の愛により互いに生かされている恋人であれば
こそ，束の間の別れに真の別離を恐れることはないのである。
恋人が離れ離れになる場面でのダンの機知は留まるところを知らない｡｢別れの唄：窓に
ある僕の名前について」では，左右逆像ではあるが，鏡が表面に対象物を忠実に映し出す
機能を見事に利用している。彼は詩のなかに鏡の役割を果たす窓ガラスを巧みに採り入れ
ている。語り手は部屋に残された恋人が，毎日，目にする窓ガラスに自らの名を刻み込む
のである。別れによって恋人は彼の姿を眼前から失うことになる。離れている間，彼は彼
女の一挙一動を監視することは出来ない。したがって，彼の不安は彼女の心に忍び寄る｢変
化」に向けられることになるのである。そこでこういった不安はどのようにすれば，解消
出来るかが問題となる。
Ｍｙｎａｍｅｅｎｇｒａｖ，dherein
Dothcontributemyfirmnesｓｔｏｔｈｉｓｇｌａｓｓ，
Which，eversincethatcharm，ｈａｔｈｂｅｅｎ
Ａｓｈａｒｄａｓｔｈａｔｗｈｉｃｈｇｒａｖ'ｄｉｔｗａｓ；
Ｔｈｉｎｅｅｙｅｗｉｌｌｇｉｖｅｉｔｐｒｉｃｅｅｎｏｕｇｈｔｏｍｏｃｋ
Ｔｈｅｄｉａｍｏｎｄｓｏｆｅｉｔｈｅｒｒｏｃｋ．
（ｓＬ１）
ここに刻まれた僕の名は
僕の思いの堅さをこの窓ガラスに託しているよ
その魔力はずっと
名を刻み込んだ硬い石と同じだけの堅さを備えてきたけど
君の瞳が刻まれた名を見てくれれば
いかなる種類の金剛石をも越える価値を授けてくれるだろう5）
このスタンザでのキーワードは"firmness"て､あり，彼女への思いの堅さとガラスに名を刻
むのに用いる金剛石の硬度がうまく掛け合わされている。語り手が不在の間，彼女が彼の
名を瞳に刻み込む度に，ガラスに刻み込まれた彼の名前が，彼女自身に彼のことを思わせ，
他の男性へと気移りする「変化」から彼女自身を守ってくれる堅さと価値を増すことにな
るのである。ここでは名前のことが触れられているが，第二スタンザでは，この名前が刻
まれたガラスが自体が，鏡として前述したように重要な役割を果たすのである。
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，Ｔｉｓｍｕｃｈｔｈａｔｇｌａｓｓｓｈｏｕｌｄｂｅ
Ａｓａｌｌ－confessing，andthrough-shineasI；
，Ｔｉｓｍｏｒｅ，ｔｈａｔｉｔｓｈｏｗｓｔｈｅｅｔｏｔｈｅｅ，
Andclearreflectstheetothineeye・
Butallsuchrules，love，ｓｍａｇｉｃｃａｎｕｎｄｏ，
Ｈｅｒｅｙｏｕｓｅｅｍｅ，ａｎｄＩａｍｙｏｕ．
（st2）
大したものだ
僕の偽りのない心と同じように
ガラスは何一つ隠し立てをせず，透かして見せてくれる
さらに君の心を君自身に対して映し出してくれるのだ
君の姿をはっきりと君の瞳に映し出してくれる
でもこういった決まりごとも愛の魔術に打ち砕かれて
ここに君が見るのは僕であり，僕が君になってしまう
語り手の名が刻まれたガラスは，彼女に対して何一つ隠すこともなく，彼女への忠誠に
対して一点の曇りもなく，あくまで透明な彼の心情を示す。さらに鏡として機能し，ガラ
スに刻まれた名を見つめる彼女自身の姿をも映し出すことによって，心の試金石の働きを
も兼ね備えているのである。ダンはここに注目し，「愛の魔術｣に言及する。鏡面に刻まれ
た彼の名前を見つめる彼女の姿と彼女自身が重なり合うことになる。彼女は自分の姿のみ
ならず,同時に名前を通して語り手の姿を心のなかで二重に知覚することになるのである。
第一部で扱った「お早う」に記されていたように，離れている二人の思いが均等かつ均質
ならば，その愛によって「僕が君になる」という表現が可能になる。語り手はガラスだけ
ではなく，彼女の瞳を通して，彼女の心にも自分の名前を刻み込むことで，絶えず彼の姿
と思いを彼女に深く認識させようとしているのである。ガラスに刻まれた名前は，彼女の
知覚を通して，彼の肉体と魂とも同等の価値を有することになる。
次の段階として，語り手は自らの名を「骸骨（"death，shead，,)｣，つまり「メメント・モ
リ」に職える。
Ｏｒｉｆｔｏｏｈａｒｄａｎｄｄｅｅｐ
Ｔｈｉｓｌｅａｒｎｉｎｇｂｅ，ｆｏｒａｓｃｒａｔｃｈｅｄｎａｍｅｔｏｔｅａｃｈ，
Ｉｔｉｓａｓａｇｉｖｅｎｄｅａｔｈ，sheadkeep
Lovers，mortalitytopreach，
Ｏｒｔｈｉｎｋｔｈｉｓｒａｇｇｅｄｂｏｎｙｎａｍｅｔｏｂｅ
Ｍyruinousanatomy．
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この教えがあまりにも難しく深遠で
刻まれた名前から教えを乞うことが出来ないのなら
差し出された骸骨として取っておいて欲しい
愛する者達に死の運命を説いてくれるものとして
それとも歪んでごつごつとした線で刻まれた名を
僕の肉体が滅びた後の骸骨と思っておくれ
Ｔｈｅｎ，ａｓａｌｌｍｙｓｏｕｌｓｂｅ
Ｅｍｐａｒａｄｉｓｅｄｉｎｙｏｕ（inwhomalone
Iunderstand，ａｎｄｇｒｏｗａｎｄｓｅｅ)，
Ｔｈｅｒａｆｔｅｒｓｏｆｍｙｂｏｄｙ，bone，
Beingstillwithyou，themuscle，sinew，ａｎｄｖｅｉｎ，
Whichtilethishouse，ｗｉｌｌｃｏｍｅａｇａｉｎ．
（sts、4-5）
そうすれば僕の魂はすべて
君のなかで至福の楽園に宿り（君のうちにだけ
僕はものを理解し成長しものを見ることになるんだが）
僕の肉体の梁となる骨はいつも君といることになり
この肉体の家となる筋肉も腱も血管も
再び戻って来るんだよ
「メメントモリ」として残されたガラス上の名前を「死」の教訓として，彼女がいつま
でも凝視し，彼のことを思う時，肉体と魂に分離した彼の還って来る場が保証されるので
ある。ここで魂が複数形で表されているのは，スコラ哲学の考え方に端を発している。そ
れによれば，三つの異なった動詞に示されている通り，魂は成長，感覚そして知力に分類
されていた。さらに肉体が離れていようとも，さらにたとえ滅びようとも，魂はいつも生
まれながらの絆で結び付いているというネオプラトニックな考えのもとに，ダンは詩行を
記しているのである。彼の魂は肉体が滅びようとも，最愛の彼女の魂と－つであるから，
実際には彼自身の名前にすぎないにせよ，「メメントモリ」として残された彼の頭蓋骨を
梁として，彼の魂，つまり彼女に寄せる思いが戻って来る時にはいつも，そこに彼女のも
とで彼の肉体と恋愛に不可欠な魂の有する三つの力が再生されることになる｡語り手は｢死」
と同一視された別離を超越して，彼の魂と肉体が再び，以前と同じままで再び戻って来る
ことを，必要以上に強く誇張して彼女に説得している。
ここで窓という場所を考えてみよう。四方を壁で遮閉された家屋や部屋という空間で，
窓はその空間内に存在する者の注意を特に引き付ける場所ではないだろうか。毎日，窓を
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開閉しながら，そして外を眺めながら，我々は家屋や部屋のなかで暮らしているのである。
第一部で眺めてきたように，ダンの描く恋人達にとって，「二人の小さな部屋｣は大きな意
味を持つ。なかに篭った二人が「変化」に支配された世界を知るのは，部屋にある窓その
ものなのであるからである。したがって窓は内側に存在する恋人達にとって外の地点との
接触点となるのではないか。部屋のなかでは恋人達が互いの瞳を覗き込み，互いの瞳に映
る世界を確認し合いながら，相対性と絶対性の狭間に置かれ，「変化｣への優位性を実感出
来る。ところが，一度，窓の前に立つと，相手の姿を眼前から亡くしてしまい，今度は窓
ガラスに映る自己の姿しか知覚出来なくなってしまうのである。
ダンはこの窓ガラスにも離れる側の恋人と同等の機能を与えるべく，語り手に自分の名
を刻ませる。男性が二人の空間から立ち去り，外の世界へと赴いた後も，残された女性が，
今は自己の置かれる空間内に存在しない男性を思いながら，窓ガラス越しに何気なく外を
眺める時，彼女の瞳に入って来るのは，彼の名前，そこに託された彼の思い，そして彼の
全てなのである。「小さな二人の部屋」の窓ガラスに名を残すことにより，「変化」との接
点となる遮閉された部屋の間隙も，「変化」と不在から遮閉されることになる。
これだけの形而上学を女性の前で気取ってみても，二人は僅かの間にせよ，離れる運命
にあることは確かである。別れの場面でこれほどの機知を働かせても，現実の世界では完
全に不安を和らげることは不可能なのである。ダンの語り手は相手となる女性の心変わり
に対して，慢性的な不安を抱きながらも，やはり彼女のことを愛し，信じているのだ。
Ｂｕｔｇｌａｓｓａｎｄｌｉｎｅｓｍｕｓｔｂｅ
Ｎｏｍｅａｎｓｏurfirmsubstantiallovetokeep；
Neardeathinflictsthislethergy，
ＡｎｄｔｈｉｓＩｍｕｒｍｕｒｉｎｍｙｓｌｅｅｐ；
ＩｍｐｕｔｅｔｈｉｓｉｄｌｅｔａｌｋｔｏｔｈａｔＩｇｏ，
Ｆｏｒｄｙｉｎｇｍｅｎｔａｌｋｏｆｔｅｎｓｏ．
（stll）
でもガラスや文字を描いた線が
僕達の一つとなった堅固な愛を保つ手段になるわけではない
迫り来る死がこんな取り留めもないことを言わせたのざ
眠りかけた時のうわ事ざ
こんなつまらないことを言うのも僕が出かけるからさ
だって死に臨む人はそんな風によく言うからね
なるほど現実の世界に存在する不安は，ダンの機知が構築する理想の世界においては解
消が可能であるが，いつも理想のうちに現実が垣間見られるのは，やはり彼が語り手をマ
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スクとして利用しているとはいえ，当時一流の知識を兼ね備えた彼自身の着想の根本が，
「変化」と「死」に支配された現実の恋愛の場面に根ざしているからであろう。彼は不安
を解消するために，様々な着想を容赦なく，詩のなかに採り入れる。「別れの唄：書物につ
いて（"AValediction：ofthebook")」では，「僕と君が交わしたあの無数の手紙（"those
muriads/ofletters，whichhavepast'twixttheeandme，，（11.10-1)」を原稿として，
愛の法典となる｢二人の年代記("ourAnnals”（112)）を編纂することを提案している。６）
この着想の哲学的根拠は，1592年にグイド・カゾーニ・セラヴァーレがヴェニスで記した
『愛の魔術（ＤＣ/ﾉﾋz籾CZgjZMlcz"o”)』にあったのではないかという説がある。セラヴァー
レによれば，愛とはあらゆる知識の集大成，つまり形而上学，物理学，天文学，音楽，数
学，言葉の学である文法学や修辞学，それに詩，歴史学，法学，さらにその他多方面にわ
たる教養と科学と工芸術を兼ね備えたものこそが愛とされていた。
たとえダンが着想として当時の愛に関する見方をしていたにせよ，この詩のなかに登場
する年代記は，結局は無名の二人が記した手紙の束にすぎない。それよりも語り手が主張
したかったのは，これまでの詩に登場してきたように，別離を二人の愛の試金石として捉
える点ではなかったのではないだろうか｡このことが記された最終スタンザを読んでみよう。
Thusventthythoughts;abroadrllstudythee，
Ａｓｈｅｒｅｍｏｖｅｓｆａｒｏｆｆ，thatgreatheightstakes；
Ｈｏｗｇｒｅａｔｌｏｖｅｉｓ，presencebesttrialmakes，
Butabsencetrieshowlongthisloveｗｉｌｌｂｅ；
Totakealatitude，
Ｓｕｎ，orstars，arefitliestview'd
Attheirbrightest，buttoconclude
Oflongitudes，ｗｈａｔｏｔｈｅｒｗａｙｈａｖｅｗｅ，
Ｂｕｔｔｏｍａｒｋｗｈｅｎａｎｄｗｈｅｒｅ，thedarkeclipsesbe？
（ｓＬ７）
こうして君の様々な思いを露にしておくれ僕は海外で君のことを観察するざ
とても高いものを計測する者が遠くに離れるようにね
どれほど愛が大きいかは二人が一緒にいるときに一番よく試される
しかし二人が離れていればこの愛の長さがどれＩまどかが試される
緯度を測るためには
太陽や星が最も明るい時に見るのが－番
しかし経度を測るためには
他にどんな方法があるだろう
月食の時期と場所を調べる他にはないはずだ
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高度，つまり天の赤道から星までの距離があらかじめ分かっている星に関して，その星と
天頂との距離を測定すれば，緯度を求めることが出来た。また，経度を計測するには，月
食が利用され，グリニッジと船舶が航行している地点での月食の開始時刻の差から知るこ
とが出来た。詩行ではこういった知識を踏まえながら，緯度を二人の愛の大きさへ，さら
に経度を二人の愛の長さに対応させている。緯度（＝愛の大きさ）を測るには，天体が最
も輝いている時（＝二人が一緒にいるとき）が最適であるが，経度（＝愛の長さ）が測定
されるのは，二人が離れている間に，月食（＝不実）があるかどうかが問題なのである。
このようにしてダンは，不在の間に起こりうる恋人の裏切りに対して，見事な知的牽制を
しているのである。
これまでもダンが語り手に主張させてきたように，二人の愛は俗人達がいそしむ愛とは
異なり，彼の機知によって崇高化されている。「別れの唄：哀しみを禁じて｣では二人の魂
がコンパスの両脚に楡えられ，ダンの奇想は真骨頂に達するが，この詩はウォルトンの手
による伝記に引用されている。それによれば，ダンがサー・ロバート・ドルアリに随行し
てフランスに渡る際，妊娠している彼の妻に宛てて書いた。フランスに到着後，赤ん坊の
死骸を抱いた妻の幻影がダンの傍らを二度も通り過ぎたので，彼は妻とこれから生まれて
くる子供の安否が気になる。そのことを知ったサー・ロバートは彼女の様子を報告させる
べく，従者を母国に送った。すると彼女は子供を死産して，病床に伏していた。死産の日
時と時刻はダンが幻影を見た時期と一致していたというのである。７）
冒頭では別れの場面に動じる最愛の人の心を慰めるように，語り手は－時の別れを超克
すべ〈，二人の愛の根拠を説き始める。
Ｓｏｌｅｔｕｓｍｅｌｔ，ａｎｄｍａｋｅｎｏｎｏｉｓｅ，
Notear-floods，norsigh-tempestsmove；
'Twereprofanationofourjoys
Totelｌｔｈｅｌａｉｔｙｏｕｒｌｏｖｅ．
（st2）
だから愛の力で気持ちを落ち着けて騒がぬように
涙の洪水にも溜息の嵐にも動じずにいよう
僕らの思いを俗人達に見せると
僕らの喜びが汚れてしまう8）
さらに愛の質的な違いは詩行のなかで強調され，二人の愛はもっぱら感覚だけに頼る「月
の下で変化に翻弄される恋人の愛（"Dullsublunarylover'slove”（113)」と対比される。
もちろん月は「変化」の象徴である。
Dullsublunarylover，ｓｌｏｖｅ
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（Whosesoulissense）cannotadmit
Absence，becauseitdothremove
Thosethingswhichelementedit．
（ｓＬ４）
月の下で､変化に翻弄される恋人の愛は
感覚を依り所とし離れることを許さない
離れてしまえば
そんな愛を作っている事物とも離れてしまうから
ここで対比されている月下すなわち地上の愛が対象としているのは，感覚で捉えることの
出来る恋人の形象でしかない。「大事業」のなかの表現を借りれば，彼ら地上の恋人は「外
見（"outward，，（1.14))」に拘り，「色つやや肌の色（"colour…,ａｎｄskin,，)」に目が眩み，
「相手の古びた衣（"heroldestclothes，，（115)」に惚れているにすぎず，霊肉の均衡が
肉に偏り，反ネオプラトニックな恋愛に耽っていることになる。９)だが，二人の愛は違う。
心に根ざした思いは，目に見える互いの「瞳，唇や手」よりも魂の絆に繋がってゆくので
ある。
Ｂｕｔｗｅ，ｂｙａｌｏｖｅｓｏｍｕｃｈｒｅｆｉｎｅｄ
Ｔｈａｔｏｕｒｓｅｌｖｅｓｋｎｏｗｎｏｔｗｈａｔｉｔｉｓ，
Inter-assuredofthemind
Careless，eyes，lips，ａｎｄｈａｎｄｓｔｏｍｉｓｓ．
（ｓＬ５）
だが僕らは愛によりとても洗練されており
僕達自身愛が何であるかが分からない位
互いの心を忠実だと確信しているから
目の前からなくなる瞳や唇や手のことはさほど気にかけてはいけない
Ourtwosoulstherefore，whichareone，
ＴｈｏｕｇｈＩｍｕｓｔｇｏ，endurenotyet
Abreach，butanexpansion，
Likegoldtoairythinlessbeat．
（st6）
だから僕達二人の魂は一つ
僕が発たねばならないにせよ
引き裂かれるのではなく広がってゆく
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金が空気の薄さにまで打ち延ばされてゆくように
錬金術では金こそが完全で絶対的に不滅な唯一の金属であった。この詩行でダンは絶対的
な二人の魂の絆に不滅という性質を授けるだけではなく，金の物理的性質つまり優れた展
延性を表現することによって，二人の愛が二人の物理的距離を包含すべ〈，その距離に応
じてどこまでも薄くなって拡がり，二人がどこにいても繋がっていることをも表現してい
るのである。
ダンは二人の絆を固めるために，さらに比嚥を続けてゆく。二人の魂の絆が堅固である
ことを描くために登場した金への比噛に続くのは，この詩を一躍有名にしたコンパスへの
比噛である。楡義として表されているのは，やはり二人の絆である。
Ｉｆｔｈｅｙｂｅｔｗｏ，ｔｈｅｙａｒｅｔｗｏｓｏ
Ａｓｓｔｉｆｆｔｗｉｎｃｏｍｐａｓｓｅｓａｒｅｔｗｏ：
ThysouLthefixedfoot,makesnoshow
Tomove，ｂｕｔｄｏｔｈ，ｉｆｔｈｅｏｔｈｅｒｄｏ；
二人の魂が二つというのなら
まさしくしっかりとしたコンパスの二本の脚
君の魂は固定された脚で動く気配がない
でももう一方の脚が動くと動くのだ
Ａｎｄｔｈｏｕｇｈｉｔｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｓｉｔ，
Ｙｅｔｗｈｅｎｔｈｅｏｔｈｅｒｆａｒｄｏｔｈｒｏａｍ，
Itleans，andhearkensafterit，
Andgrowserect，ａｓｔｈａｔｃｏｍｅｓｈｏｍｅ．
（sts、7-8）
固定された脚の位置は中心に留まっていても
もう一方の脚が遠く離れてゆけば
傾いてその脚に耳を傾けてくれる
そして直立すると戻ってくる
ただし，愛し合う者をコンパスに職えたのはグンが初めてという訳ではなく，
が注で記しているように，ペルシャのオマル・ハイヤームやヴェニスのグア
マドリガル，フランスのモーニンやペール・メルヤンヌにイⅢコンパスのⅢ命Ｉ
ノニノニレ，饗し合う百ゼユ バ入にuim<<え7こり')はタンが初めてという訳ではなく，レツドパス
､記しているように，ペルシャのオマル・ハイヤーム リーニによる
ンスのモーニンやペール・メルセンヌにも ンパスの比嚥は登場してい
る。第６スタンザから第９スタンザまで､の着想の背後には，医術や錬金術で知られている
パラセルススの著作を読んでいたとも考えられるし，’6世紀のヴェノレギーの画家であるプ
ランタンが描いたエンブレムを目にし，それが有名なこのコンパスの比嚥が生まれるきっ
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かけになったと推察することも可能である。なかでもパラセルススの著作では，金を表す
化学記号が円と中心点で描かれており，さらに彼は『パラグラナム』において，中心とし
て固定された脚とその外側を移動しながら円を描く脚に触れ，その両者を人間の大きさと
天球の大きさとの関係に楡えている。
いずれにせよ，最終スタンザで語り手が金とコンパスを用いた比嚥で､求めているのは，
両者が完全な円を描くことを可能にする恋人側の“firmness，，であることが分かる。
Ｓｕｃｈｗｉｌｔｔｈｏｕｂｅｔｏｍｅ，ｗｈｏmust，
LiketheotherfooLobliquelyrun；
Thyfirmnessmakesmycirclejust，
ＡｎｄｍａｋｅｓｍｅｗｈｅｒｅＩｂｅｇｕｎ．
（ＳＬ９）
僕にたいして君がそうであって欲しい
僕はもう一本の脚のように動き回らなければならない
君がしっかりしていれば僕の円はきちんと描かれ
描き始めたところまで僕をきちんと導いてくれるのだ
ところが，この語には少なくとも三つの意味が込められている。文字通り読み取れば，コ
ンパスが描く円の中心点となる脚が動じないことであり，比噛的には－人残った彼女の心
が堅固であることである。さらに先述した伝記の記述を踏まえ，相手を妻に限定すれば，
彼女が無事健康でいてくれることを表しているとも解釈出来るからである。
肉体の面でも，精神の面でも堅固なる彼女を中心点として，もう一方の脚である彼が描
く円は，結局，ダンが奇抜な着想によって描き上げる「二人の小さな部屋」の－変奏であ
ることが分かる。円が完全に描ければ，二人は外側から忍び寄る「変化」を完全に遮蔽し，
その空間内に安心して留まることが出来るが，もしそうでなければ，隙間から侵入してく
る「変化」は，二人の絆を蝕み続けることになるであろう。
先達となるペトラルカがいたにせよ，ダンは博学に裏付けられた多種多様な着想を恋愛
詩に用い，離別の際，双方に生じる不安感や悲哀の情を緩和しようとする。さらに「死」
と「変化」を完全に超越し，永遠の絆にまで思考を飛躍させてゆく詩人が，実際の「死」
に接したときにはどのような反応を示すで､あろうか。「最も短い日，聖ルーシーの日に寄せ
る詩（"ANocturnaluponSt・Lucy'ｓDay，BeingtheShortestDay，,)」では，最愛の人
の死が主題となっている。
聖ルーシーは盲目の人達を守護する聖人である。聖ルーシーの日は12月１３日であるが，
イングランドで1752年まで用いられた旧ユリウス暦によれば，民間信仰でこの日は一年で
最も短い日とされていた。ダンは光を発する太陽が力尽き，闇の力が支配する日の有様を
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以下のように表現する。
Thewholeworld'ｓｓａｐｉｓｓｕｎＲ
Ｔｈｅｇｅｎｅｒａｌｂａｌｍｔｈｅｈｙdropticearthhathdrunk，
Whither，ａｓｔｏｔｈｅｂｅｄ，s-feet，ｌｉｆｅｉｓｓｈｒｕｎｋ，
Deadandinterr'd；
（11.5-8）
世界の樹液は全て根に降りてしまった
水腫病になった大地が全ての樹液を飲み込んでしまい，
病人の生気がベッドの脚へと退いてゆくように，
生命力は弱まり，死んで，大地に葬られる'0）
伝統的に冬とは生命力の衰退そして「死」と結びつけられる季節である。ここでは生命の
源となる太陽光を失い，枯れてゆく植物が，人間の生命力の衰えと同一視されている。し
かし，語り手の悲しみはこのような陰'惨な冬景色とは比べものにならないほど深い。彼は
自らを冬に死に逝〈もの達の墓碑銘とする。
…ｙｅｔａｌｌｔｈｅｓｅｓｅｅｍｔｏｌａｕｇｈ，
Ｃｏｍｐａｒｅｄｗｉｔｈｍｅ，whoamtheirepitaph．
（11.8-9）
それでも衰え，死にゆくすべてのものは
僕に比べれば笑っているも同然だって僕は逝くもの達の墓碑銘だから
墓碑銘としての語り手は，この陰`惨な冬の季節が終わり，来るべき再生の季節である春
に恋をする者達に自らの状況を語ることにより，「死｣を経験している者として，いかなる
愛も「死」は免れないことを教授し始める。
Ｆｏｒｌａｍｅｖｅｒｙｄｅａｄｔｈｉｎｇ，
Inwhomlovewroughtnewalchemy・
Forhisartdidexpress
Aquintessenceevenfromnothingness，
Fromdullprivations，andleanemptiness；
Ｈｅｒｕｉｎｅｄｍｅ，
（11.12-7）
今の僕は死んでしまったあらゆるものから出来ているが
その僕に愛は新たな錬金術を施した
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愛の技は無から
重い喪失感からそして何もない虚ろな心から
エーテルを絞り出したのだ
愛は僕を滅ぼした
“quintessence，,とは四元素の外にあり，万象に拡充して宇宙天体を構成すると考えられて
いた第五元素，つまり最も純粋な元素であるエーテルのことである。この第五元素を蒸留
あるいはその他の方法によって抽出することは，錬金術の主たる目的の一つであった。最
愛の人の「死」に起因する喪失感や虚無に苛まれ，全てを亡くし「無」と化した彼から，
愛はなおもエーテルを抽出する。つまり，「無」を凌ぐ「無」として，自らを形容している
のである。
愛により最後のエキスまで絞り取られ，「無｣の「無」となり，破滅したはずの語り手は，
それでも今ここに存在している。
…，andlamre-begot
Ofabsence，darkness，death;thingswhicharenot．
（11.17-8）
僕は蘇っている
喪失や闇や死からなぜならそんなものは存在しないからだ
最愛の人の「死」は彼にとって世界の死を意味し彼のこの世での存在理由を全て打ち
消してしまったが，彼は真正の愛の証として，彼女とともに葬り去られた全世界の墓碑銘
として存在しなければならないのである。しかし，その存在は「無」の「無」として「生
命，魂，形，精神（"Life，Soul，ｆｏｒｍ，spirit,，（１．２０))」を欠いている。
AIlothers，fromallthings，drawallthat'ｓｇｏｏｄ，
Life，Soul，ｆｏｒｍ，spirit，whencetheybeinghave；
Lbylove，slimbeck,amthegrave
Ofallthat'ｓnothing．
（11.19-22）
僕以外の人達はすべて全てのものから善いとされるものをすべて手にする
生命に魂に形に精神を得るのだそこからその人達は存在を得る
僕は愛の蒸留器により
無である全てのものを葬る墓となる
ちなみにここでも錬金術に関する語彙が登場しているが，“limbeck,，とは“alembic”つま
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り，かつて蒸留に用いられたアンビキ，または現在のレトルトの原形となったものである。
先行する詩行にある“quintesesnce，，の抽出と関連していることは自明であろう。
生前の彼女との思い出を語る場面には，第一部で眺めてきたように，恋愛の場面におい
て「死」と「変化」を超克をすべ〈，ダンの様々な着想の原点となっている二人が形成す
る全世界，つまり「二人の小さな部屋」の構築という前提が見られる。さらに後半部には，
本稿で扱ってきたいくつかの詩を生み出す「別れ｣＝「変化」と「死」とする前提も記され
ている。
…Ｏｆｔａｆｌｏｏｄ
Ｈａｖｅｗｅｔｗｏｗｅｐｔ，ａｎｄｓｏ
Ｄｒｏｗｎｅｄｔｈｅｗｈｏｌｅｗｏｒｌｄ，ｕｓｔｗｏ；ｏｆｔｄｉｄｗｅｇｒｏｗ
Ｔｏｂｅｔｗｏｃｈａｏｓｅｓ，ｗｈｅｎｗｅｄｉｄｓｈｏｗ
Ｃａｒｅｔｏａｕｇｈｔｅｌｓｅ；andoftenabsences
Withdrewoursoules，andmadeuscarcasses．
（1122-7）
二人の流す涙でよく洪水が起きて
全世界が水浸しになり僕達二人は溺れたものだ
よ〈僕達は二人は互いに大混乱に陥ったものだ
何か他のことに気を取られた時にはね
そして別離でよく二人の魂が抜け出して，二人は亡骸になったものだ
「無」を凌ぐ「無」として自身を規定する語り手は，再度，このことを確認しながらも，
「無｣のイメージをさらに発展させてゆき，彼自身が｢原初の無のエリクシル("Ofthefirst
nothingtheelixir，，（１．２９))」であると述べる。“elixir”は，錬金術で非金属を金に変え
る作用を有する練金薬液のことであるが,共に精髄という意味を持ち併せることから"quintes‐
Sence，,と繋がっている。「原初の無」とは天地創造以前に存在していた。そして，アウグ
ステイヌスと同様，ダンは天地創造が御神の心の中にあるイデアの現実化であると考えて
いた。
Bｕｔｌａｍｂｙｈｅｒｄｅａｔｈ（whichwordwrongsher）
Ｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｎｏｔｈｉｎｇｔｈｅｅｌｉｘｉｒｇｒown；
Ｗｅｒｅｌａｍａｎ，ｔｈａｔｌｗｅｒｅｏｎｅ
Ｉｎｅｅｄｓｍｕｓｔｋｎｏｗ；Ishouldprefer，
Ｉｆｌｗｅｒｅａｎｙｂｅａｓｔ，
Ｓｏｍｅends，ｓｏｍｅmeans;yeaplants，yeastonesdetest，
Ａｎｄlove；all，allsomepropertiesinvest；
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Iflanordinarynothingwere，
Ａｓｓｈａｄｏｗ，ａｌｉｇｈｔａｎｄｂｏｄｙｍｕｓｔｂｅｈｅｒｅ．
（ｓＬ４）
だが僕は彼女の死により（そんな言葉を使うと彼女には悪いが）
原初の無のエリクシルとなった
僕が人間であれば
－人の人間であることを必ず知ることになるのだが
僕が獣だとしたら
何か目的を，何か手段を選ぶはずなのだがそれに植物でも石でも好き嫌いはする
だからすべてのものは何か特徴を持っているのだ
僕が影のような普通の無だとしたら
光と実体があるはずだ
彼は悲しみに打ちひしがれて，人間のように自身を認識する思考力もなく，獣のように本
能に従って行動も出来ず，植物のように生育する場所を選ぶことも出来ず，磁性を帯びた
石のように極性によって，引き合ったり，反発することも出来ないのである。また，影は
光が実体に当たることによって生じるので，実体を伴わない「無」と規定出来るが，彼自
身は，「原初の無｣，つまり「無」のなかにある「無」の「無」にまで還元されているので
ある。
Ｉａｍｎｏｎｅ;ｎｏｒｗｉｌｌｍｙＳｕｎｒｅｎｅｗ．
（１．３７）
僕は無のなかにある無の無であり僕の太陽はもう二度と輝くことはない
彼には影すら伴わない。なぜなら自分を照らしてくれていた唯一無二の光源であり，生の
源であった最愛の人を失ったからである。
これから愛を楽しむ若者達を激励した後に，ダンは今は亡き彼女との再会を祈る言葉で
詩を締めくくる。
Sincesheenjoysherlongnight'sfestivaL
Letmepreparetowardsher，ａｎｄｌｅｔｍｅｃａｌｌ
ＴｈｉｓｈｏｕｒｈｅｒＶｉｇｉｌ，ａｎｄｈｅｒＥｖｅ，sincethis
Bothyear's，ａｎｄｔｈｅｄａｙ，sdeepmidnights．
（11.42-5）
彼女が長い夜の祭りを楽しんでいるのだから
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彼女のそばへ行く準備をさせて下さい
このひとときを彼女のために夜通し祈りを捧げる前宵祭，前夜祭と呼ばせて下さい
今宵は一年を通じて，また－日を通じて最も暗い真夜中なのですから
たとえ最愛の人を亡くした深い悲しみの淵にあっても，神学そして錬金術等に関する深
い造詣に裏打ちされた独特の思考方法に基づいて，自己を「無」のなかにある「無｣の｢無」
とし，究極の「無」から肉体を離れた彼女の魂へと一心に祈りを捧げる詩行で終えるとい
うグンによる修辞の展開方法は，感情を露にした表現法よりも遙かに深遠な効果をもたら
している。思考が感情よりも優先されていながらも，読む側の知識量にもよるといえ，こ
のノクターンは感Ｉ情が思考に優先された場合よりも頭脳を通して鮮烈に読者の感情に訴え
かけるばかりでなく，着想の点からも読者により深い印象を与えるものとなっている。
「死」によって魂が肉体から分離した後，残された肉体は朽ちて，火，風，水，土の四
元素に還る。これはよく知られたスコラ哲学の考えである。肉体の四元素への分解に言及
して，「聖ルーシーの日に寄せる詩」と同じく，最愛の人の「死」について書かれた「分解
（"TheDissolution,,)」を読み，この第二部を閉じたい。
語り手は四元素説を導入した後，二人の肉体を構成していた元素が，等質な愛によって
互いの肉体のなかで混ざり合い，そして自己が彼女，彼女が自己となっていたことを確認
する。
She，sdead;ａｎｄａｌｌｗｈｉｃｈｄｉｅ
Ｔｏｔｈｅｉｒｆｉｒｓｔｅｌｅｍentsresolve；
Ａｎｄｗｅｗｅｒｅｍｕｔｕａｌｅｌｅｍｅｎｔｓｔｏｕｓ，
Andmadeofoneanother．
（11.1-4）
あの人は死んだ
死ぬものはすべてもとの元素へと還る
僕達はお互いにとって元素だった
そして僕は彼女彼女は僕で出来ていた'1）
彼女が生きていた頃は，二人を構成していた元素も均等かつ均質であり，一種の平衡状態
を維持していたが，彼女の死によってこの平衡状態は崩れる。その結果，彼女の肉体を構
成していた彼の肉体の元素はもとの状態へと戻る，つまり，彼のところへ戻ってくるので
ある。
Mybodythendothhersinvolve，
AndthosethingsWhereofIconsist，herebｙ
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Inmeabaundantgrow，andburdenous，
Ａｎｄ，nourishnot，butsmother．
（11.5-8）
事実，僕の肉体には彼女の肉体も含まれていて
彼女の死によって僕の肉体を構成する元素は
僕の肉体のなかで飽和し，負担となり
滋養も行き届かず，僕の息を止めてしまう
ここで用いられているグンの着想は，数値化すれば分かりやすいであろう。本来彼と彼女
の肉体が持っていた元素量をそれぞれ（１０）および（＊10）とする。二人の愛により二人
の肉体の元素の構成割合は，それぞれ（５＋＊５）となる。彼女が死ぬことにより，彼女
の肉体を構成していた元素（５＋＊５）は５＋＊５に還り，彼の肉体に戻ってくる。した
がって，現在の彼の肉体を構成する元素は（５＋＊５）＋５＋＊５であるから，余分な元素
５＋＊５を彼の肉体が吸収することになり，彼の肉体の元素容量を超過し，彼を苦しめる
ことになる。この苦しみは，最愛の人を亡くした彼の悲しみでもある。
彼の肉体に飽和した四元素は，彼女に寄せる彼の情熱が｢火｣，彼女の思い出に彼がつく
溜息が「風｣，悲しみに流れる涙が「水｣，暗い絶望感が「土」として表現される。
Ｍｙｆｉｒｅｏｆｐａｓｓｉｏｎ，ｓｉｇｈｓｏｆａｉｒ，
Wateroftears，andearthysaddespair，
（Whichmymaterialsbe，
Butnearwornoutbylove，ssecurity)，
She，ｔｏｍｙｌｏｓｓ，dothbyherdeathrepair；
AndImightlivelongwretchedso，
Ｂｕｔｔｈａｔｍｙｆｉｒｅｄｏｔｈｗｉｔｈｍｙｆｕｅｌｇｒｏｗ・
（11.9-15）
僕の`情熱の火，風を吐き出す溜息
涙の水，悲しい土色をした絶望感
（この四つが僕を形成する物質
でも愛にしっかりと護られている間は，無くなりかけていたのに）
困ったことに，彼女に死なれて，また元通りになってしまった
燃料を注ぎ，‘情熱の炎を燃やし，肉体を焼いてしまわなければ
僕はこんなに惨めな状態で長生きすることになるだろう
彼女を亡くした彼が生き続けるために，最も必要とされる元素は，彼女のことを一心に思
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う`情熱となる「火」である。そして，‘情熱の炎を消さぬためには，燃料が必要なのである。
「火」は肯定的な意味を持ち，他の否定的な意味を帯びた元素とは違うのである。‘情熱は
肉体と魂を備えた生前の彼女だけではなく，肉体を抜けて魂となった彼女にも向けられる。
情熱は過去，現在，未来を繋いでくれるのである。彼の死後，肉体が朽ち果て，四元素へ
と還ってからも，自己の魂が彼女と出会うことにより，実現される真の愛の獲得に必要な
ものこそ「火」である。
This--whichlamamaz，ｄｔｈａｔｌｃａｎｓｐｅａｋ－
Ｔｈｉｓｄｅａｔｈ，hathwithmystore
Myuseincreas'ｄ
（11.19-21）
こんなことを－語ることができて僕も驚いているけれど－
このたびの死は僕の貯えも
僕の消費も増したのだ
彼女の亡骸から彼のもとに四元素が戻って来ることにより彼の「貯え」は増え，’情熱を燃
やし，溜息をつき，涙を流し，絶望感に浸ることにより，彼から四元素が「消費」されて
ゆくのである。
これまでは肉体への言及のみであり，魂は示唆されるのみであったが，ダンは魂を導入
してこの詩を閉じる。魂となった彼女を追いかけ，そこに一直線に向かって行く彼の魂が，
弾丸のイメージで描かれている。
ＡｎｄsomysouLmoreearnestlyreleased，
Willoutstriphers;asbulletsflownbefore
Alatterbulｌｅｔｍａｙｏ，ertake，ｔｈｅｐｏｗｄｅｒｂｅｉｎｇｍｏｒｅ．
（11.22-24）
だから僕の魂はこの肉体からますます熱烈に放たれて
彼女の魂を追い越してしまう用いる火薬が多ければ
先に発射された弾丸に後の弾丸が追いつくように
元素過多となった彼の肉体は，彼女を思う`情熱に燃焼し，彼の魂は肉体から放たれる。彼
の彼女に対する思いは，生前にもまして強くなっている。したがって，「弾丸＝魂｣を発射
する「火薬＝情熱」が多く用いられるほど，発射される弾丸の速度は大きくなり，先に魂
となった彼女を追い越してしまう。たびたび述べてきたように，ネオプラトニックな考え
方に支えられ，愛は肉体と魂の両面から捉えられている。彼女の瞳や彼の姿を刻み込んだ
心が死によって，眼前から永久に消失し，均等かつ均質な相思相愛が構築する「二人の小
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さな部屋」が崩壊した後も，語り手は肉体を離れた二人の魂の結合によって出現するより
高次で安定した愛の段階を念頭に置くことで，「死」を超越してゆくのである。
日常生活のなかで「死を思う」ことは，自己が与えられた生を積極的に意識し，活用す
ることに違いない。ダンの生きた時代では，現代よりも「死」と「生」の間にある精神的
かつ物理的距離はずっと短かった。ダンがいくつかの「別れの詩」や他の別れや死を扱っ
た恋愛詩において，「死」に言及する時，それはより「生」の意識が充満した濃密な恋愛を
目指していたからに他ならない。そして，そのような形で意識される｢生｣は，有限の｢生」
を「死」がもたらす永遠の「生」にも繋げてゆくことでもあった。ダンにとって恋愛の場
面で｢死を思え（"mementomori，，)」とは，「死を思え，そして希望せよ（"mementomori
etsapera，，)」ということをも意味していたのだ。
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3０ 野路智司
JohnDonne'ＳＳＯ'ZgM1"αＳｏＭＳ
Ｐａｒｔ２“MenlentoMori，，
SatoshiNoJI
D幼amlze"/ｑ／ＳｂｃＤＩ>q/b”α加刀
Ftzczｲﾉ'０ﾉｑ／Ｉ)q/bmzzzﾉﾉCS
OﾉbzZycz”αＵ)ｚｊ"ｅｍｔｙｑ／Ｓｂ/e"CC
R/〃-c"０１－１，０ﾉbzZyZz加αｍ0-00砿ノtZpα〃
（RecievedOctober6，1997）
ｌｎｔｈｉｓｓｅｃｏｎｄｐａｒｔｏｆｔｈｅｅｓｓａｙｏｎＪｏhnDonne，ｓＳｂ'Zgsα"‘ｓｏ"efS,thepoemsare
chosentobestudiedwhosesubjectsareassociatedwiththepartingofloversfromeach
other，Ａｓｓｈｏｗｎｉｎｐａｒｔｌ，Donne，underthePetrarchaninfuluence，writeshislove
poems,ｍａｋｉｎｇｗｉｓｅｕｓｅｏｆｍａｎｙｉｄｅａｓｂａｓｅｄｏｎｈｉｓｗｉｄｅｒａngeofknowledgerelated
totheology,Scholasticphilosophy,alchemy,geography,humananatomy,ｌａｗａｎｄｓｏ
ｏｎ,ｓｏｔｈａｔｈｅｃａｎｂｅｆｒｅｅｆｒｏｍａｎｙａｎｘｉｅｔｙｉｎｈｉｓｍｉｎｄａｔｌｅａｓｔｌｏｇｉｃａＵｙｔｏｆｏｒ、“a
littleroomfortwo，，,whichisequivalenttothewholeworｌｄＴｈｉｓｓｅｅｍｓｔｏｂｅｔｒｕｅｏｆ
ｈｉｓａｔｔｉｔｕdｅｗｈｅｎｈｅｆａｃｅｓａｔｅｍporarypartingfromhisloverorhislover，sdeath;even
inadeepsorrow，hetriestoimprovehisverynegativeconditioninhislogicby
transcenｄｉｎｇｔｈｅｌｉｍｉｔｅｄｓｐａｎｏｆｌｉｆｅｉｎｔｏｔｈeeternaltiewithhislover，strongly
supportedbytheNeoplatonistcideaofthesoul'simmortality・Therefore，toDonne，
"mementomori，'ｃａｎｍｅａｎ“mementomorietsapera,''because,ashedoesinhispoems
quotedhere，ｈｉｓａｔｔｅｍｐｔｔｏｃｈａｎｇｅｅｖｅｒｙｏｎｅｏｆｔｈenegativeelementsoflovelike
absenceofhisbelovedorherdeathintopositiveonesleadshimtotheeternallifewith
hisloverafterdeathbytheiridealandtruestlovｅ
